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有
家
庁
舎
建
設

基
本
設
計
費
の
計
上
は
、
新

築
す
る
と
の
こ
と
で
の
予
算

計
上
な
の
か
。
新
築
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
市
民
に
説
明
を

行
う
な
ど
十
分
な
検
討
が
必

要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

色
ん
な
状
況
を

考
え
た
と
き
に
、
新
築
す
べ

き
と
い
う
こ
と
で
提
案
し
た
。

　
　
　
　
　

人
口
推
計
で
は

平
成
52
年
に
は
、
３
万
人
に

減
少
す
る
。
有
家
庁
舎
は
法

定
耐
用
年
数
が
60
年
な
の
で
、

あ
と
24
年
あ
る
。
補
強
な
ど

を
行
い
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
、
防
災
無
線
、
南
有
馬

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し
尿
、
ご

み
施
設
の
改
修
な
ど
市
民
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
事
業
を
優
先
す
べ
き
で
、

有
家
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新

築
あ
り
き
で
な
く
、
住
民
の

意
見
を
聞
い
て
検
討
す
べ
き

だ
。

　
　
　
　
　

建
設
部
、
水
道

部
の
移
転
で
生
じ
る
南
有
馬

庁
舎
の
空
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　

地
元
住
民
の
皆

様
を
抜
き
に
し
て
は
判
断
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
南

有
馬
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
歴

史
文
化
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

と
し
て
の
活
用
な
ど
を
含
め
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

昨
年
も
有
馬
キ

リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
を
南

有
馬
庁
舎
に
持
っ
て
く
る
べ

き
と
の
提
案
を
し
た
。
平
成

24
年
に
歴
史
博
物
館
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
提
案
書
で

も
既
存
の
施
設
の
中
で
は
南

有
馬
庁
舎
が
、
規
模
、
立
地
、

外
観
な
ど
、
歴
史
文
化
博
物

館
と
し
て
の
活
用
に
適
し
た

条
件
を
備
え
て
い
る
。
既
存

施
設
の
有
効
活
用
に
よ
り
整

備
さ
れ
る
べ
き
で
、
南
有
馬

庁
舎
を
第
１
候
補
と
し
て
検

討
す
べ
き
と
定
義
づ
け
を
し

て
い
る
。
又
、「
有
馬
キ
リ
シ

タ
ン
遺
産
記
念
館
を
以
前
の

文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
目
的

に
戻
し
て
欲
し
い
、
南
有
馬

庁
舎
の
空
ス
ペ
ー
ス
に
有
馬

キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
を

移
し
て
」
と
の
請
願
書
も
出

さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
の

提
言
は
承
知
し
て
お
り
、
南

有
馬
町
の
皆
さ
ん
方
の
思
い

も
受
け
止
め
て
い
る
。
充
分

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
べ
き

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

山
口
小
学
校
跡

地
の
企
業
誘
致
に
向
け
て
協

議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
様
な
企
業
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
企
業

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
ハ
ウ
ス
施
設
の
温
度
管

理
な
ど
を
行
う
企
業
で
あ
る
。

市長／新築すべきという
　　　ことで提案した
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28
年
度
予
算
で

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
設
計
予

算
を
始
め
と
す
る
、
大
型
事

業
が
幾
つ
か
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
以
降
も
、
有
家
小

学
校
建
設
や
南
有
馬
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

か
建
替
え
、
防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
設
置
等
々
が
予

想
さ
れ
る
が
、
財
政
健
全
化

計
画
と
の
整
合
性
は
と
れ
る

の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
平
成
28

年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
財

政
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、

過
疎
計
画
、
新
市
建
設
計
画

を
基
に
、
合
併
特
例
債
や
過

疎
債
を
活
用
し
、
必
要
な
大

型
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
も
財
政
健
全
化
と
の
整

合
性
を
と
り
つ
つ
、
必
要
な

事
業
を
推
進
し
、
か
つ
中
長

期
的
視
点
で
の
健
全
な
財
政

基
盤
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

※
後
日
、
新
庁
舎
建
設
に
関

わ
る
予
算
部
分
に
つ
い
て
は

保
留
す
る
事
を
表
明
。

　
　
　
　
　

今
回
の
国
に
よ

る
世
界
遺
産
登
録
申
請
の
取

り
下
げ
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
残
念
だ
が
、
平
成
30
年
度

の
登
録
を
再
び
目
指
す
方
針

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら

の
２
年
余
り
を
逆
に
奇
貨
と

捉
え
、
ま
だ
ま
だ
周
知
不
足

な
点
や
、
観
光
や
物
販
関
連

団
体
と
の
連
携
不
足
を
充
実
、

強
化
さ
せ
る
戦
略
期
間
と
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
関
係
団
体
と
十
分

協
議
を
重
ね
、
万
全
の
態
勢

で
来
訪
者
を
迎
え
る
よ
う
準

備
を
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

昨
年
11
月
に
市

保
育
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
対
応
は
。

　
　
　
　
　

４
項
目
に
渡
り

要
望
が
あ
っ
た
。
結
論
と
し

て
、
本
市
が
財
政
的
に
厳
し

い
と
い
う
事
や
、
国
の
新
制

度
に
沿
っ
た
運
営
で
あ
る
事

等
、
対
応
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ほ
ぼ
ゼ
ロ
回
答

に
近
い
よ
う
だ
が
、
少
子
化

に
伴
い
各
園
の
運
営
が
苦
し

い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま

た
新
制
度
に
つ
い
て
も
本
年

度
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、
今
後
、
支
援
が
あ
れ
ば

運
用
に
つ
い
て
は
弾
力
的
な

対
応
を
す
べ
き
で
あ
る
。

市長／将来に渡り健全な
　　　財政を目指す
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